
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１６

挑戦的萌芽研究

2014～2012

スペイン・ルネサンス思想研究における文献学的実証分析

A Philological Approach to the Spanish Renaissance Thought

７０３０９１１０研究者番号：

安藤　真次郎（Ando, Shinjiro）

龍谷大学・文学部・教授

研究期間：

２４６５２０１７

平成 年 月 日現在２７   ６ １６

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、ルネサンス思想という観点から、一般にいう「スペイン黄金世紀」という時代の
文化事象を捉え直すことにより、15・16世紀のスペインの独自性を明らかにするとともに、当時のスペインが直面して
いた問題をヨーロッパおよび新大陸との関係性において考察することで、ヨーロッパ思想史とラテンアメリカ思想史に
おけるスペイン・ルネサンス思想の位置づけを再検証している。

研究成果の概要（英文）：In this research we reconsidered the original characteristics of Spain in the 
15th-16th centuries by analyzing the Spanish Golden Age from the point of view of the Renaissance 
Thought. In addition, we redefined the Spanish Renaissance Thought in the history of the European and 
Latin American Thought by studying the issues of the Spain at that time in the political, social and 
cultural context of Europe and Latin America.

研究分野：スペイン思想史
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１．研究開始当初の背景 
「スペイン黄金世紀」を真に理解するため
には、この文化的繁栄をもたらした基盤とし
てのスペイン・ルネサンス思想の流れを理解
することが不可欠である。しかしながら、従
来の日本におけるスペイン・ルネサンス研究
は、文学およびスペイン帝国史の側面からの
研究に偏っており、思想的な側面からの研究
に欠けていると考えたことが今回の研究を
始めるきっかけであった。 
 
２．研究の目的 
ルネサンス思想という観点から、一般にい
う「スペイン黄金世紀」という時代の文化事
象を捉え直すことにより、15・16 世紀のス
ペインの独自性を明らかにするとともに、当
時のスペインが直面していた問題をヨーロ
ッパおよび「新大陸」との関係性において考
察することで、ヨーロッパ思想史とラテンア
メリカ思想史におけるスペイン・ルネサンス
思想の位置づけを再検証することである。 
 
３．研究の方法 
（１）スペインのルネサンスは、イタリアで
見られたような芸術や自然科学の面よりも、
言語、教育思想、宗教文学、「新大陸」植民
地化といった面においてより顕著であった
と言える。すなわち、スペイン・ルネサンス
について検討するには、「言語問題」「教育問
題」「宗教問題」「歴史問題」を中軸に据える
のが有効だと考えられる。 
ここに提起した各項目のなかで中心的位
置を占めると思われる人物がアントニオ・
デ・ネブリハ、フアン・ルイス・ビーベス、
フライ・ルイス・デ・レオン、そしてエルナ
ン・コルテスである。これらの 4名の人物に
スポットを当てれば、スペイン・ルネサンス
思想の特徴が鮮明に浮かび上がるのではな
いかと考えた。そこでネブリハ、ビーベス、
ルイス・デ・レオン、コルテスの主要文献を
選び、文献学的手法を用いてそれらの分析を
行い、上記の四つの問題について考察を行っ
た。 
 
（２）スペイン、メキシコ、イギリスに赴き、
現地の大学・公共図書館や書店を訪れ、文
献・資料蒐集を行った。 
 
（３）年 4回の定期研究会を実施し、各人の
研究の進捗状況を報告しあうとともに、研究
の課題について意見交換を行い、知見を共有
した。 
 
（４）2013 年 9月に京都で開催された「第 2
回イベロ・アジアにおけるスペイン語圏研究
学 会 （ II Congreso Ibero-Asiático de 
Hispanistas）」で、マルガリータ・サモラ教
授（米国ウィスコンシン大学マジソン校）を
招聘し、パネル形式で研究発表を行った。 
 

４．研究成果 
（１）具体的な研究成果は、以下の通りであ
る。 
①「言語問題」に関しては、アントニオ・デ・
ネブリハに始まる言語教育改革および国語
意識覚醒の結果としての俗語擁護論につい
て考察した。ネブリハについては、ラテン文
法書と聖書釈義書の分析を通じて、彼の言語
思想の根底には人文主義教育の礎としての
言語純化論が貫かれていたことを指摘した。
また、16 世紀に展開された俗語擁護論につい
ては、その起源を 15 世紀の宮廷で実施され
た翻訳活動に求め、これがイタリアで興った
言語問題に触発されながら、いかにして黄金
世紀における文学や論考執筆の基盤となっ
たかという発展プロセスを明らかにするこ
とができた。 
この問題については、言語思想史を専門と
する岡本信照（研究分担者）が担当した。 
②「教育問題」に関しては、基本的には宗教
運動であったエラスムス主義が、スペインで
は政治的、社会的、文化的領域に広がり、当
時の習慣や道徳的環境を刷新する役割を果
たし、スペイン独自の特徴を有した知的運動
へと発展した点を明らかにした。またエラス
ムス主義の影響を最も強く受けた一人であ
るフアン・ルイス・ビーベスの人文主義的教
育プログラムを考察し、彼の教育思想におい
て「実践知」がキーワードであり、それがレ
トリックと道徳哲学の重視という点に表れ
ていることを『学問論』の分析を通して実証
した。 
この問題については、ルネサンス教育思想
史を専門とする安藤真次郎（研究代表者）が
担当した。 
③「宗教問題」に関しては、異端審問の恐怖
および言論の統制に苦しむことになったコ
ンベルソの宗教的な苦悩が、どのような文学
的表現となって表れてきたかについて、フラ
イ・ルイス・デ・レオンの作品分析を通じて
考察した。本研究で取り上げた彼の『キリス
トの御名について』については、コンベルソ
としての作者の出自とともに、ヘブライ語の
知識に基づく聖書解釈の手法などからユダ
ヤ的な遺産の継承をめぐる議論がある。一方
でその神秘思想にはイタリアを中心とした
ルネサンスの知的営為が包摂されている。本
研究ではそれらがどのような形で統合され
ているか、新プラトン主義や牧歌を軸として
その一端を明らかにした。 
この問題については、宗教文学を専門とす
る野村竜仁（研究分担者）が担当した。 
④「歴史問題」に関しては、「新大陸」とい
う新たな場を海外に有することで他のヨー
ロッパ諸国とは異なる世界観を持つに至っ
たスペインが、そこにコロニアル都市を建設
していった史実を、ユートピア思想の具現と
いう観点から考察した。スペイン・ルネサン
スは、従来、先住民を人間として見なすか否
かという問題提起に答える形で、キリスト教



の布教や先住民擁護論の立場から議論され
てきた。しかし、本研究によって、スペイン・
ルネサンスは、エルナン・コルテスの征服活
動及び植民地政策にも継承されており、その
１つの現れが、ルネサンス都市の特徴を備え
たメキシコ市建設であったことを明らかに
することができた。 
この問題については、ラテンアメリカ史を
専門とする立岩礼子（研究分担者）が担当し
た。 
 
（２）本研究では、歴史的プロセスに沿った
思想形成に鑑みつつ、複眼的な視点からスペ
イン・ルネサンス思想を考察することで、単
に個別の事象の検証に留まることなく、その
独自性を総合的に明らかにするように試み
た。この共同研究を通して、「新大陸」も含
めたスペインにおけるルネサンス思想の流
れを明らかにすることができ、日本における
スペイン・ルネサンス思想の基礎研究の進展
に多少なりとも寄与することができたと考
えられる。 
 
（３）研究成果として、平成 27(2015)年 3 月
に『スペイン・ルネサンス思想研究における
文献学的実証分析』と題する研究成果報告書
（273pp.）を 100 部刊行した。その具体的な 
内容は下記の通りである。 
 

目 次 
Ⅰ．言語問題としてのルネサンス 

（担当：岡本信照） 
１．アントニオ・デ・ネブリハの言語思想 
―ラテン語著作にみるルネサンス的
原典批判の方法―(pp.13-36) 

２．黄金世紀文学隆盛の基盤としての俗語
擁護論(pp.37-61) 

Ⅱ．教育問題としてのルネサンス 
（担当：安藤真次郎） 

３．スペイン・エラスムス主義に関する一
考 察(pp.65-80) 
４．ルイス・ビーベスの人文主義教育思想 
―レトリックと道徳哲学の果たす役
割について―(pp.81-102) 

Ⅲ．宗教問題としてのルネサンス 
（担当：野村竜仁） 

５．宗教問題としてのスペイン・ルネサン
スに関する予備的考察(pp.105-125) 
６．『キリストの御名について』の異教性
(pp.127-149) 

Ⅳ．歴史問題としてのルネサンス 
（担当：立岩礼子） 

７．エルナン・コルテスに見るルネサンス
的要素(pp.153-169) 
８．ユートピア実現の場としての新大陸都
市(pp.171-189) 

資料 スペイン・ルネサンス関連人物伝 
(pp.191-243) 
文献一覧 (pp.245-273) 
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